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1， 緒 雷

　近 來昆 蟲の 數量的研究が 一部 の 生 態學者 に 依 り非常 に 重要覗 され る樣 に な つ た。啻 に 或る

時期 に 於 け る動物 の 個體數 ic關 して の み な らす特定 の 生 物相 に 於け る季節的 又 は他の 條件 の

下 で の 個體數 の 淌長 を知 つ て 始め て 或種 の動物の 或種 の 生物相に 於ける 生態學的な意義 を闡

明す る 事 が 出來 る。而 して 共等 の 研究は PI【rH 撚 氏 （
’31）が ア ブ P カ に 於 て チ エ ツ チ エ 蠅 に

關 して論 じた様 に 更に應用昆蟲學の 分野に 於 て實際的 な意義 を持 つ 。數量的研 究 と同時 に生

物學的即習性，動物相互關係，動植物 の 相互關係竝 に 共生棲地 の 生態學的研究が 必要 で ある

享 は 勿論 で あ る が 研 究方法 lcntて は 多大 の 困難が あ る。此等 の 點 に 關 して は PHILLIPS（
’31），

WILHAMs 　C26），　KOCH （
ノ21），

　ALI、EE （
’27）等が論究 して居 る。

　L’mLLIps 　（
tg．　1）氏 は チ エ ッ チ エ 蠅 の 數量的研究 に 關 して 色 k の 新考案を

．
試み 叉 は晤示 して

居 る 。 小 泉丹 。
⊥持勝 衆雨氏 は 肋 01）1曲 g 伽 跚 lsW ，に 就き數量的採集を行 ひ 丁季 節的 滔長

竝 に共氣象要約 と の 聯關 ， 共習性 を考察 された。尚 二 化螟蟲等 の 害蟲 に 關 し て は數量的調 査

放績 が 單な る data と して は可成存在する が 共意義に 關 して は殆 ん ど研 究 されて居 ない
。 全

く恥 rON 　C2わ 氏 が 指 摘 して 居 る樣 に 動物の 個罷數 に 關す る 研究 は あ ま りに も少ない 。

　余 は海濫の 陸棲植物 を全 く見 ざ る一小 岩礁島 に夜腸飛來す る昆蟲 の 總 ぺ て を採集 して 共種

類 ，個體數及 び其時聞的淌 長 ， 雌 の 體内 の 卵 塊 を檢 し此等 の 生態的意義 を探究せ ん と試み 今

践 に 第一
囘 の 結果 を報告せ ん と す。

　數量的 に 特定 の 生物相に 於け る昆蟲 を採集す る 場合 に は夜 間燈 火に 飛來せ ざ る昆蟲 を考慮

に 入れ ざ る べ か らす ，
又 異 なれ る 時期 に 於 け る採集結果 と 比 較す る時は 興味 ある結果 を得 べ

き も， 今囘 は只一囘の 探集 を用ひ た る に 過 ぎす而 も晝闇の採 集を行 ひ 得 ざ わしは遺憾な り。

　此 報告 を出す に 際 し御指 導校閲 を忝 うせ る湯淺教授 と ， 實際指導 を受け し徳永 雅明氏 と に

深謝す。併 せ て 蛾 の 同定 を煩は せ し杉谷 岩彦氏山田保治氏 に感謝す。

　 ユ） Jlisc：−llanecru／s　aontn
’
butiorbsfrom　the　L’iitoTnologicctl 　L 〔tbo πaiery ，絢   加 P8融 i　Uraiversity，

　 　 No ，22．
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II．採 集

　（1） 期 日　昭 和 6 年 8 月29 日午後 7．30− 12．OD 時迄此 聞
．
｝瀬 時 に 當 る。

　（2） 地 形 四 双 島は和歌 山縣牟婁郡瀬戸鉛 山村 に あ る京都帝國大學理學部臨 海研究所の

西方番所崎 よ り約 800m の 海上 に 存在す る面積約 5．eeOSq，m の 小器礁島に して 陸棲植物 は全

く生存せ す，滿潮時又 は時化 の 時 に は 殆ん ど海水中に 沒 す。干潮時 に於 て も最高約 1．5m を

出で す。瀬戸村及び研究所附近は 大體砂濱，草原，灌木 ， 叢林の 各居を經て 川林地帶 に及び

共間に稻 田畑地等 散在す。

　（3） 當 夜 の 欺 況　當夜は 月夜 な りしも午 ft　6000MS頃 よ り曇 り東風張 く臨海研究所及び

瀬戸村 の 方向よ b吹 き來 る。午後 9．00時頃 よ り約 30分 月光 を見た る外殆ん ど闇夜 に 等 しく且

つ 同 10．00 時 よ b10 ．40 時の 間 に 2 囘 の 細雨 あ り しも後再 び曇天 となれ り。當夜 の 氣温概況

次 の 如 し。

　午後 8．00時一30．
°oげ 　 】1．oonif− 27．

°
8C 　 ］2．0（，時 一26．℃C

　（4 ） 採集 方 法 　岩上 に 風 を避け る爲め に 夜間採集用白暮 （幅約251n 高 約2m ） を東西

に 張 り， 此北方約 1m の 地點に 於て岩上約 2m の 高 さ に漁船の使 用する 500 ワ ツ トの ア セ チ

レ ン 燈 を吊る し，飛 來せ し昆蟲 を悉 く捕蟲 網，大試驗管又 は吸蟲器 を使 用 して 捕獲せ り。採

集品 は30分毎 に 區別 して 整理 し， 午後 730 時 よ り 12，00 時 迄 を 9分 し各時聞區 に 就 き比教調

i査をなせ lp。

　漁 船 用 5eo ワ ツ トア セ チ レ ン 燈は當地 方 の 漁船 の 夜闇魚類 を誘 引す る た る に使用 す る もの

な り。瀬戸臨海研究所 よ り四双 島を隔た る遙か沖に 散在 す る漁船 の 燈 火を明瞭に認 め 得 る事

實に微 すれば 四双 島 に 吊せ し燈火 は瀬戸村 よ ｝）充分認 め得 る もの な り。

軸

¶

●

III。採 集 成 績 及 び 考 察

當夜飛 來せ し昆 蟲 は次 の 5 目 に 屬す る 20種 に して 全個體數は 752 に 達せ り。2Pち亥 の 如 し。

1

亅正 種　　　 ｝　 個 體 數

双 　　 re　　 目　 i　　　　 8　　　 i　　　 74f）

牛　　　 翅 　　　 日　 i　　　　 3　　　　 ；　　　　　 3

護　 鶉、 li　 l　 i　　 l
鞘 　　 翅 　　　B　 i　　　　 2　　　 1　　　　 L）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　總　　 數　 1　　 ・。　　
，
　　 …

各時間區 1こ 於 け る各種に 就 き雌雎別竝 に各種 の Hnbitat を示 せ ば Ta1．）le　 1．の 如 し，
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9

噌

の

●

　家に特 に當夜豐富に探集 し可檢 上便なる雙翅目中の 蓋91り 凋 燭 自p．及 び 凱儡 卿 γ嬲 sp ．に

就 き雌雄の 個體數 の時間的淌長 及び卵 を保有せ る雌 の 百分率を示 せ ぱ Fig　l，　Fig　2 の 如 し。

　 Table　1 に 示 す如 く雙翅 目の 8 種は殆ん ど總 べ て 海棲或 は海岸棲 に して幼蟲は海藻叉 は海
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 黜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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’
1）・

岸埋積物 中va生棲 し他 目に屬

す る もの は總べ て 陸棲な りQ

前者 に属 する もの は種類 に於

て は 40 ％ に 過ぎざる も其個體

數 は 9S，4 ％ の 多きを占む。此

雙翅 目の 8種 は當該島叉 は近

くの 海岸 に棲息 す る も他 は陸

地 よ り飛 來する事 に 依 る もの

な D。

　各時間區 に 於け る 總 佃 艦

數 は 日 暮 よ り次第 に垉力1し

Table　1 の 如 く午 後 10、O（｝−

1UBO 時 に 於 て 最多數 を示 し

以 後次 第に 減少 し 12．00 時頃

に は Tanvtar．，ntfi　sp ．を除 く外

は殆 ん ど共の 影 を認 むる事な

し 午後 9．00時 よ りの 30 分

　の 月射 ，
10．0（ンー10．40 時 の 間 の 2 囘 の 細雨 に際 して は總個體數 の 明 らか な減少 を示す。各時

　間矗 に 於 て も或は 叉 各種 に於 て も雌 の 總和 は雄 の それ よ b も遙に 多きを見 る。此等 の 事實は

　Fig．1 及 び Flg，2 の 場合特 に顯著な り。

　　」ρro ？，解 齢 p．（Fig．1）に 於 て は 日暮 よ り次第 に 個體數 を増 し雌は午後 8，30− 9，　．oo時に最高

　を示 し ， 雄は午後 10．00− 10．30 時 に 最 も多 し。 時跼的淌長は雌雄相等 しか ら嵐 叉雌の 鴻長

　曲線は高峻 に して雄 に て は低鈍な り。 卵 を有す る もの は最低 66．6％ に 止 ま りその 滔長は時間

．の 經過 と何等 の 驕係な をが如 し 此 面 ，
・
砌 ll／E“ 　Sp ．に 於 て は 産卵は

一・時 に行 は る る もの に 非

　ざる が如 く， 本種雌 を檢 する に 卵 を充滿 せ る もの よ り全 く無 き もの 迄 の 各 階梯を 示 し卵保有

　暈は
一定せ ざ る事實に依 る もの な るべ し。他方斯か る事實は本種 の 産卵 の 一時 に 行 は る る に

　非す して 徐 々 に なさ る る 事 を推思 す る に難か らす．　 　　　　 　　　　　 　　　　
‘

　　Tαnytar ．sus　sp ．（Fig，2）IC於 て は 雌雄共 に個體數は 日暮 よ り次第 ［d 曾加 し午後 10．OO − 10．30

　時 に 最高 に達 し以 後再 び減少す。され ど雌 の 淌長 曲線 は高峻 に して 雄 に て は低鈍 な り。雌 の
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卵を有する個體 は 日暮直後最

も多 く午 後 10．00 時頃 よ り著

し く減少 して ユ200 時 近 くに

至 り25 ％ に 減少 す。卵 の 保有

量 を檢 する に 全 く有せ ざ る も

の と充滿せ る もの との 二 型 あ

りて その 中間型 を見す。此等

の 事實は本種が産卵に際 し總

べ て の 卵 を一時に 産下 し而 も

午後 8．⊂Kト IU．〔X） 時 に 最 も盛
　　　　　　　 り
に 行 る る もの と推考 さる。且

つ 海屡 Tan
！；tftrsusの斯か る

産卵習盤は徳永 雅明氏の 生 態

研究 に 於け る事實と よ く一致

す。

IV ．摘 婪

（1 ）　當夜採集せ る昆蟲は

大 森 南 三 齠

　　lTotal　number 　533　　　（dDtted　line〕％ of

　　i♀ （fumi ・・e ， 跏　　　　　　　　　　　　　　 ？　syith 　eggs

　　l♂　（ehain 　line｝213
ユ1o
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 HOur 　 P．　M ．

　　　　Fig・2・　　　7b 〜正Ptansus　［p．（rnar 三ne ）

10 ％

o％

5 目 に屬す る £ 0 種 に して 個體總數 7ぎ2 に 逹せ り。雌は雄 よ りも遙に個體數多 しs

　（2 ） 雙翅 目礪 す る s種 は殆ん ど總 べ て鰍 島叉 は近 くの 海岸 に 棲息す る海畝 は海岸

棲に して種類 に 於 て 40 ％ に過 ぎざ る も個體數に 於 て は 98．｛％ を占む。

　 C3 ） 海上 僅か 8〔勘 m を隔 つ る に陸 棲昆蟲 の 數の 著 し く少 な きを見 る。

　（4 ） 出盛期 は全體 として 午後 IO．00− 10．30時 に して 月射，細雨 の 際 に は減少 す る を見

翫 午後 12．00 近 くに は T〔！ns／tftrsus　sp ．を除 く他 は殆ん ど飛 來す る もの な り。

　（5 ） 凶gm 凋 ’訛 sP 一 こ て は出盛期 は雌雉に依 り異なる。卵 を有す る雌 は最氏 66．6 ％ に 止 ま

り時間 の 經過 と何等 の關係な きが如 しs 此事實 は本毬産卵 の 徐 々 に 行 は る る を暗示 す る もの

な らん。

　C6 ）　Tcenyta7’sws 　sp ．　 iC於 て は出盛 期は 雌雄略相等 しけれ ど雌の 時聞的淌長は 雄に於 ける

よ りも急激な る壇減 を示 す 。 卵を有 する雌個膃は 日沒直後最 も多 く午後 10 　OO 時頃 よ り甚だ

し く減少 し 12．00 時近 くに 至 り％ ％ に減少す a 此を檢す る に 卵を充滿せ る もの と全 く保有せ

ざ る もの と の 二 型 に して 其 中間型 を認 めす。此等の 事實は 1’anl ／tarsu．s ：P ．の 庫卵は 午後 8、OO

− 10．00 の 問 に於て最 も盛 に 行 はれ 且又雌 は全卵塊 を一時 に 燕 下す る事實と よ く一致 す．
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